
(57)【要約】

【目的】被写体に適したモードで高精度に焦点調節可能

な自動焦点調節装置を得る。

【構成】所定の演算により算出されたＡＦ評価値に基づ

いてフォーカスレンズを移動させる自動焦点調節装置に

おいて、撮像手段の画素群から画像データ群を得る画像

取得手段と、この画像データ群をＨＳＩデータ群に変換

するデータ変換手段と、このＨＳＩデータ群を用いてＡ

Ｆ評価値を算出する評価値算出手段と、ＨＳＩデータ群

の色相データＨ及び前記彩度データＳの少なくとも一方

のばらつきを算出するばらつき算出手段とを備える。そ

して、上記評価値算出手段が、ばらつき算出手段の算出

結果に応じて、ＡＦ評価値の算出方法を切り替える。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 定 の 演 算 に よ り 算 出 さ れ た Ａ Ｆ 評 価 値 に 基 づ い て フ ォ ー カ ス レ ン ズ を 移 動 さ せ る 自 動 焦
点 調 節 装 置 に お い て 、
撮 像 手 段 の 画 素 群 か ら 画 像 デ ー タ 群 を 得 る 画 像 取 得 手 段 と 、
こ の 画 像 デ ー タ 群 を Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 に 変 換 す る デ ー タ 変 換 手 段 と 、
こ の Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 す る 評 価 値 算 出 手 段 と 、
前 記 Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 の 色 相 デ ー タ Ｈ 及 び 前 記 彩 度 デ ー タ Ｓ の 少 な く と も 一 方 の ば ら つ き を
算 出 す る ば ら つ き 算 出 手 段 と を 備 え 、
前 記 評 価 算 出 手 段 が 、 前 記 ば ら つ き 算 出 手 段 の 算 出 結 果 に 応 じ て 、 前 記 Ａ Ｆ 評 価 値 の 算 出
方 法 を 切 り 替 え る こ と を 特 徴 と す る 自 動 焦 点 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 自 動 焦 点 調 節 装 置 に お い て 、 前 記 ば ら つ き 算 出 手 段 は 、 前 記 画 像 デ ー タ 群
の 平 均 値 を Ｈ Ｓ Ｉ 変 換 し て 色 相 基 準 値 を 算 出 し 、 こ の 色 相 基 準 値 と 前 記 色 相 デ ー タ と の 色
相 差 分 を 、 前 記 色 相 デ ー タ 群 Ｈ の ば ら つ き と し て 算 出 す る 自 動 焦 点 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 自 動 焦 点 調 節 装 置 に お い て 、 前 記 評 価 算 出 手 段 は 、 前 記 ば ら つ き 算 出 手 段
の 算 出 結 果 が 所 定 の 閾 値 未 満 で あ る と き 、 第 １ モ ー ド の 算 出 方 法 に 切 り 替 え 、 前 記 Ｈ Ｓ Ｉ
デ ー タ 群 の 明 度 デ ー タ Ｉ を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 す る 自 動 焦 点 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 自 動 焦 点 調 節 装 置 に お い て 、 前 記 評 価 値 算 出 手
段 は 、 前 記 ば ら つ き 算 出 手 段 の 算 出 結 果 が 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る と き 、 第 ２ モ ー ド の 算 出
方 法 に 切 り 替 え 、 色 相 デ ー タ Ｈ 及 び 彩 度 デ ー タ 群 Ｓ の 一 方 ま た は 両 方 を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値
を 算 出 す る 自 動 焦 点 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 自 動 焦 点 調 節 装 置 に お い て 、 色 相 デ ー タ Ｈ と 彩 度 デ ー タ Ｓ に 所 定 の 重 み 付
け を し て 積 算 し 、 こ の 積 算 値 を 前 記 Ａ Ｆ 評 価 値 と す る 自 動 焦 点 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 自 動 焦 点 調 節 装 置 は 、 電 子 内 視 鏡 に 搭 載 さ れ る
自 動 焦 点 調 節 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 特 に 電 子 内 視 鏡 に 適 し た 自 動 焦 点 調 節 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 お よ び そ の 問 題 点 】
近 年 で は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 の 位 置 に 応 じ て フ ォ ー カ ス レ ン ズ の 位 置 が 自 動 調 節 さ れ る
オ ー ト フ ォ ー カ ス （ Ａ Ｆ ） 機 能 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 が 種 々 提 案 さ れ て い る 。 こ の よ う な 電
子 内 視 鏡 に 備 え ら れ る 自 動 焦 点 調 節 装 置 は 、 一 般 に 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 に 設 け ら れ た 撮
像 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ ） か ら の 画 像 デ ー タ に 基 づ き 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ の 位 置 を 調 節 す る 。 具 体
的 に は 、 画 像 デ ー タ の 高 周 波 成 分 （ 画 像 デ ー タ の 輝 度 情 報 ） を 用 い て 所 定 の 演 算 を 行 な い
、 被 写 体 の 焦 点 状 態 を 示 す 評 価 値 を 算 出 し て 、 こ の 評 価 値 が 最 大 と な る 位 置 に フ ォ ー カ ス
レ ン ズ を 移 動 さ せ て い る （ 特 許 文 献 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 内 視 鏡 検 査 の 際 に は 、 通 常 観 察 よ り も よ り 詳 細 な 所 見 を 得 る こ と あ る い は 通 常
観 察 で は 得 ら れ な い 所 見 を 得 る こ と を 目 的 と し て 、 色 素 剤 を 用 い て 観 察 を 行 な う こ と が あ
る 。 こ の よ う な 色 素 内 視 鏡 検 査 （ 色 素 法 ） で は 、 色 素 剤 に よ っ て 被 写 体 が 特 定 の 色 に 染 色
ま た は 着 色 さ れ る た め 、 色 素 剤 を 用 い な い 通 常 観 察 時 よ り も 輝 度 変 化 が 少 な く な る 傾 向 に
あ る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-272038 A 2004.9.30



し か し な が ら 、 上 述 し た よ う な 従 来 方 法 で は 画 像 デ ー タ の 輝 度 情 報 に 基 づ い て Ａ Ｆ 評 価 値
を 算 出 し て い る た め 、 色 素 観 察 時 に は 正 確 な Ａ Ｆ 評 価 値 が 得 ら れ な い 虞 が あ り 、 高 精 度 な
焦 点 調 節 を 実 現 す る こ と が 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ ４ ０ ８ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は 、 被 写 体 の 色 状 態 （ 着 色 、 染 色 ま た は 変 色 状 態 ） に 適 し た モ ー ド で 高 精 度 に 焦 点
調 節 可 能 な 自 動 焦 点 調 節 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 概 要 】
本 発 明 は 、 従 来 方 法 に お い て 色 素 観 察 時 に 正 確 な Ａ Ｆ 評 価 値 が 得 ら れ な い 要 因 が 、 被 写 体
を 着 色 又 は 変 色 さ せ て い る か 否 か に 拘 わ ら ず 同 一 の 算 出 方 法 で Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 し て い た
た め で あ る こ と に 着 眼 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
す な わ ち 、 本 発 明 は 、 所 定 の 演 算 に よ り 算 出 さ れ た Ａ Ｆ 評 価 値 に 基 づ い て フ ォ ー カ ス レ ン
ズ を 移 動 さ せ る 自 動 焦 点 調 節 装 置 に お い て 、 撮 像 手 段 の 画 素 群 か ら 画 像 デ ー タ 群 を 得 る 画
像 取 得 手 段 と 、 こ の 画 像 デ ー タ 群 を Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 に 変 換 す る デ ー タ 変 換 手 段 と 、 こ の Ｈ
Ｓ Ｉ デ ー タ 群 を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 す る 評 価 値 算 出 手 段 と 、 前 記 Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 の 色
相 デ ー タ Ｈ 及 び 前 記 彩 度 デ ー タ Ｓ の 少 な く と も 一 方 の ば ら つ き を 算 出 す る ば ら つ き 算 出 手
段 と を 備 え 、 前 記 評 価 算 出 手 段 が 前 記 ば ら つ き 算 出 手 段 の 算 出 結 果 に 応 じ て 、 Ａ Ｆ 評 価 値
の 算 出 方 法 を 切 り 替 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ば ら つ き 算 出 手 段 は 、 画 像 デ ー タ 群 の 平 均 値 を Ｈ Ｓ Ｉ 変 換 し て 色 相 基 準 値 を 算 出 し 、 こ の
色 相 基 準 値 と 前 記 色 相 デ ー タ と の 色 相 差 分 を 、 色 相 デ ー タ 群 Ｈ の ば ら つ き と し て 算 出 す る
こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 個 々 の 色 相 デ ー タ の デ ー タ 差 分 を 色 相 デ ー タ 群 の ば ら つ き と
し て 算 出 し て も 、 色 相 デ ー タ 群 の ば ら つ き を 十 分 検 出 可 能 で あ り 、 算 出 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
評 価 算 出 手 段 は 、 ば ら つ き 算 出 手 段 の 算 出 結 果 が 所 定 の 閾 値 未 満 で あ る と き 、 第 １ モ ー ド
の 算 出 方 法 に 切 り 替 え る 。 第 １ モ ー ド の 評 価 値 算 出 方 法 で は 、 Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 の 明 度 デ ー
タ Ｉ を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 す る こ と が 好 ま し い 。 一 方 、 ば ら つ き 算 出 手 段 の 算 出 結 果
が 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る と き 、 第 ２ モ ー ド の 算 出 方 法 に 切 り 替 え る 。 第 ２ モ ー ド の 評 価 値
算 出 方 法 で は 、 色 相 デ ー タ Ｈ 及 び 彩 度 デ ー タ 群 Ｓ の 一 方 ま た は 両 方 を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 を
算 出 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 色 相 デ ー タ Ｈ と 彩 度 デ ー タ Ｓ に 所 定 の 重 み 付 け を し て
積 算 し 、 こ の 積 算 値 を Ａ Ｆ 評 価 値 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
以 上 の 自 動 焦 点 調 節 装 置 は 、 特 に 電 子 内 視 鏡 装 置 に 適 し て い る 。 電 子 内 視 鏡 装 置 に 搭 載 さ
れ る 場 合 、 Ａ Ｆ 評 価 値 算 出 方 法 は 、 被 写 体 を 色 素 剤 に よ っ て 着 色 、 染 色 及 び 変 色 さ せ て い
な い 通 常 観 察 時 に 第 １ モ ー ド 、 被 写 体 を 色 素 剤 に よ っ て 着 色 、 染 色 及 び 変 色 さ せ た 色 素 観
察 時 に 第 ２ モ ー ド が そ れ ぞ れ 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 に よ る 自 動 焦 点 調 節 装 置 を 備 え た 医 療 用 内 視 鏡 装 置 の 主 要 構 成 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ は 、 患 者 の 体 腔 内 を 撮 像 す る 電 子 内 視 鏡 １ ０ 、 電 子 内 視
鏡 １ ０ の 撮 像 画 像 を 加 工 す る プ ロ セ ッ サ ３ ０ 及 び プ ロ セ ッ サ ３ ０ か ら 出 力 さ れ た 映 像 信 号
を 表 示 す る Ｔ Ｖ モ ニ タ ６ ０ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 す る 柔 軟 な 挿 入 部 １ １ と 、 こ の 電 子 内 視 鏡 １ ０ の
操 作 者 が 把 持 す る 把 持 操 作 部 １ ２ と 、 把 持 操 作 部 １ ２ の 側 部 に 延 設 さ れ た ユ ニ バ ー サ ル チ
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ュ ー ブ １ ３ と 、 こ の ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ３ の 先 端 に 設 け た コ ネ ク タ 部 １ ４ と を 有 し 、
コ ネ ク タ 部 １ ４ を 介 し て プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 着 脱 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
挿 入 部 １ １ の 先 端 １ １ ａ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 対 物 レ ン ズ １ ５ 、 一 対 の 照 明 レ ン ズ １
６ 、 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ７ 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 出 口 部 １ ８ ａ が 配 置 さ れ て い る 。 対 物 レ
ン ズ １ ５ の 後 方 に は 、 該 対 物 レ ン ズ １ ５ の 光 軸 方 向 に 沿 っ て 可 動 可 能 な フ ォ ー カ ス レ ン ズ
Ｌ 及 び Ｃ Ｃ Ｄ ２ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ は 、 コ ネ ク タ 部 １ ４ に 設 け た Ａ
Ｆ モ ー タ １ ９ か ら の 駆 動 力 を 受 け て 移 動 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 無 限 遠 端 か ら 至 近 端 ま で
の 可 動 領 域 に 複 数 の ス テ ッ プ 位 置 を 設 け 、 こ の ス テ ッ プ 位 置 単 位 で フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ を
移 動 さ せ る 。 対 物 レ ン ズ １ ５ 及 び フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ に よ っ て 結 像 さ れ た 像 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ （
撮 像 素 子 ） ２ ０ で 撮 像 さ れ 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ を 介 し て Ｔ Ｖ モ ニ タ ６ ０ 上 で 観 察 す る こ と が
で き る 。 照 明 レ ン ズ １ ６ に は 、 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ３ か ら 把 持 操 作 部 １ ２ 及 び 挿 入 部
１ １ 内 を 通 る ラ イ ト ガ イ ド Ｌ Ｇ １ を 介 し て 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 備 え ら れ た ラ ン プ 光 源 ３ ３
か ら の 照 明 光 が 与 え ら れ る 。 把 持 操 作 部 １ ２ に は 、 Ａ Ｆ 動 作 を 開 始 さ せ る Ａ Ｆ 開 始 ス イ ッ
チ Ｓ Ｗ Ａ Ｆ を 含 む 種 々 の 操 作 ス イ ッ チ が 設 け ら れ て い て 、 把 持 操 作 部 １ ２ と 挿 入 部 １ １ の
間 に 位 置 す る 連 結 部 に は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 出 口 部 １ ８ ａ に 通 じ る 処 置 具 挿 通 口 １ ８
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
プ ロ セ ッ サ ３ ０ に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ０ 及 び Ｃ Ｃ Ｄ プ ロ セ ス 回 路 ２ ２ に 同 期 信 号 を 出 力 し 、 こ の
同 期 信 号 に 基 づ い て Ｃ Ｃ Ｄ ２ ０ を 走 査 さ せ る Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ２ １ が 備 え ら れ て い る 。 Ｃ Ｃ
Ｄ ２ ０ は 、 い わ ゆ る 原 色 Ｃ Ｃ Ｄ で あ り 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 信 号 を 出 力 す る 。 Ｃ Ｃ Ｄ プ ロ セ ス 回 路
２ ２ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ２ １ か ら 入 力 し た 同 期 信 号 に 同 期 し て 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ０ の Ｒ Ｇ Ｂ 画 像
信 号 を 読 み 込 み 、 該 読 み 込 ん だ 信 号 を 前 処 理 （ 信 号 増 幅 処 理 や ノ イ ズ 除 去 処 理 な ど ） す る
回 路 で あ る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ プ ロ セ ス 回 路 ２ ２ か ら 出 力 さ れ た 信 号 は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ２ ３ に
て デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ 、 映 像 信 号 処 理 回 路 ２ ４ に て ホ ワ イ ト バ ラ ン ス や ガ ン マ 補 正 な
ど の 各 種 画 像 処 理 が 施 さ れ た 後 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ２ ５ に て ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ て Ｔ Ｖ
モ ニ タ ６ ０ へ 出 力 さ れ る 。 ま た Ｃ Ｃ Ｄ ２ ０ の Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 信 号 は 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ プ ロ セ ス 回 路
２ ２ 及 び Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ２ ３ を 介 し て 、 色 分 離 変 換 回 路 ２ ６ に も 入 力 さ れ る 。 色 分 離 変 換
回 路 ２ ６ は 、 入 力 し た Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 信 号 に 対 し て 各 画 素 毎 に 色 分 離 を 行 な い 、 Ｒ Ｇ Ｂ （ 赤 、
緑 、 青 ） の デ ー タ 配 列 （ Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 ） を 生 成 す る 。 色 分 離 変 換 回 路 ２ ６ か ら 出 力
さ れ る Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ Ｇ Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ （ ｘ 、 ｙ ； 自 然 数 ） は 、 Ｒ Ｇ Ｂ マ ト リ ッ ク
ス 回 路 ２ ７ を 通 っ て Ｒ デ ー タ 群 Ｒ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｇ デ ー タ 群 Ｇ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｂ デ ー タ 群
Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 分 け ら れ 、 そ れ ぞ れ が 独 立 し て マ イ コ ン ２ ８ に 出 力 さ れ る 。 本 実 施 形 態
で は 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ プ ロ セ ス 回 路 ２ ２ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ２ ３ 、 色 分 離 変 換 回 路 ２ ６ 及 び Ｒ Ｇ
Ｂ マ ト リ ッ ク ス 回 路 ２ ７ に よ っ て 画 像 取 得 手 段 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
マ イ コ ン ２ ８ は 、 入 力 し た Ｒ デ ー タ 群 Ｒ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｇ デ ー タ 群 Ｇ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｂ デ
ー タ 群 Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ を Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 Ｈ Ｓ Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ （ 色 相 Ｈ 、 彩 度 Ｓ 、 明 度 Ｉ ）
に 変 換 す る 。 Ｒ Ｇ Ｂ か ら Ｈ Ｓ Ｉ の 変 換 に は 、 周 知 の よ う に 、 ６ 角 錐 カ ラ ー モ デ ル の 変 換 式
を 用 い る こ と が で き る 。 さ ら に マ イ コ ン ２ ８ は 、 こ の Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｓ
［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 基 づ い て 所 定 の 演 算 を 行 な い 、 被 写 体 の 焦 点 状 態 を 示 す
Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 す る 。 こ の Ａ Ｆ 評 価 値 は モ ー タ 制 御 回 路 ３ １ へ 出 力 さ れ る 。 モ ー タ 制 御
回 路 ３ １ は 、 マ イ コ ン ２ ８ か ら 入 力 し た Ａ Ｆ 評 価 値 に 基 づ き 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ 内 に 備 え ら
れ た Ａ Ｆ モ ー タ １ ９ の 駆 動 量 を 算 出 し 、 こ の 算 出 し た 駆 動 量 分 だ け 、 モ ー タ 駆 動 回 路 ３ ２
を 介 し て Ａ Ｆ モ ー タ １ ９ を 駆 動 さ せ て フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ を 移 動 さ せ る 。 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 画 像
デ ー タ 群 入 力 及 び Ａ Ｆ 評 価 値 算 出 は 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ を 移 動 さ せ な が ら フ ォ ー カ ス レ
ン ズ Ｌ の 各 ス テ ッ プ 位 置 で 実 行 さ れ る 。 そ し て 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ は 最 終 的 に 、 Ａ Ｆ 評
価 値 が 最 大 と な る ス テ ッ プ 位 置 （ ピ ン ト 位 置 ） へ 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
プ ロ セ ッ サ ３ ０ に は 、 さ ら に 、 ラ ン プ 光 源 ３ ３ が 備 え ら れ て い る 。 ラ ン プ 光 源 ３ ３ か ら 射
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出 さ れ た 照 明 光 は 、 不 図 示 の 絞 り に よ っ て 最 適 光 量 に 調 整 さ れ た 後 、 集 光 レ ン ズ ３ ４ 及 び
ラ イ ト ガ イ ド Ｌ Ｇ ２ を 介 し て 照 明 レ ン ズ １ ６ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 上 の 全 体 構 成 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ で は 、 マ イ コ ン ２ ９ が 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ か ら 入
力 し た 画 像 状 態 に 応 じ て Ａ Ｆ 評 価 値 の 算 出 方 法 を 切 り 替 え な が ら 焦 点 調 節 動 作 を 行 な う 。
別 言 す れ ば 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ か ら 入 力 し た 画 像 デ ー タ 群 に 基 づ い て 被 写 体 が 色 素 剤 に よ っ
て 着 色 、 染 色 又 は 変 色 し て い る か 否 か を 判 断 し 、 色 素 剤 を 用 い な い で 観 察 す る （ 被 写 体 が
着 色 、 染 色 及 び 変 色 さ れ て い な い ） 通 常 モ ー ド （ 第 １ モ ー ド ） と 、 色 素 剤 を 用 い て 観 察 す
る （ 被 写 体 が 着 色 、 染 色 ま た は 変 色 さ れ て い る ） 色 素 モ ー ド （ 第 ２ モ ー ド ） と に Ａ Ｆ 評 価
値 の 算 出 方 法 が 切 り 替 わ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
具 体 的 に マ イ コ ン ２ ９ は 、 色 相 デ ー タ 群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の ば ら つ き を 算 出 し 、 こ の 算 出 結
果 が 所 定 の 閾 値 未 満 で あ る と き 通 常 モ ー ド に 切 り 替 え 、 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る と き に 色 素
モ ー ド に 切 り 替 え る 。 そ し て 、 通 常 モ ー ド で あ れ ば 、 被 写 体 の 輝 度 差 を 十 分 に 検 出 可 能 で
あ る か ら 、 被 写 体 の 輝 度 に 対 応 す る 明 度 デ ー タ 群 Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算
出 す る 。 一 方 、 色 素 モ ー ド で あ れ ば 、 被 写 体 が 色 素 剤 に よ り 着 色 、 染 色 ま た は 変 色 さ れ て
い る た め に 輝 度 差 が 少 な い の で 、 色 相 デ ー タ 群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 及 び 彩 度 デ ー タ 群 Ｓ ［ ｘ ］
［ ｙ ］ を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 す る 。 こ の よ う に 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 画 像 状 態 に 応 じ て Ａ
Ｆ 評 価 値 の 算 出 方 法 を 切 り 替 え れ ば 、 色 素 剤 を 用 い る か 否 か に 拘 わ ら ず 正 確 な Ａ Ｆ 評 価 値
を 算 出 す る こ と が で き 、 該 Ａ Ｆ 評 価 値 に 基 づ い て 高 精 度 な Ａ Ｆ 動 作 を 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 図 ３ を 参 照 し 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の Ａ Ｆ 動 作 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ３ は 、 内 視
鏡 装 置 １ ０ ０ の Ａ Ｆ 動 作 に 関 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 こ の Ａ Ｆ 動 作 は 、 Ａ Ｆ 開 始 ス イ
ッ チ Ｓ Ｗ Ａ Ｆ が オ ン 操 作 さ れ た と き に 開 始 さ れ 、 マ イ コ ン ２ ８ に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
Ａ Ｆ 動 作 に 入 る と 先 ず 、 最 大 Ａ Ｆ 評 価 値 を 示 す 変 数 Ｃ ｍ ａ ｘ に ０ を セ ッ ト し （ Ｓ １ ） 、 モ
ー タ 制 御 回 路 ３ １ 及 び モ ー タ 駆 動 回 路 ３ ２ を 介 し て Ａ Ｆ モ ー タ １ ９ を 駆 動 さ せ て フ ォ ー カ
ス レ ン ズ Ｌ を 無 限 遠 端 に 移 動 さ せ る （ Ｓ ３ ） 。 次 に 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ が 至 近 端 に 達 し
て い る か 否 か を チ ェ ッ ク す る （ Ｓ ５ ） 。 フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ の 位 置 は 、 例 え ば 、 Ａ Ｆ モ ー
タ １ ９ の 駆 動 量 を 換 算 し て 検 出 す る か 、 あ る い は フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ に 位 置 検 出 手 段 （ 位
置 検 出 セ ン サ や コ ー ド 板 等 ） を 設 け て 該 位 置 検 出 手 段 か ら の 出 力 信 号 に 基 づ い て 検 出 す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ が 至 近 端 に 達 し て い な け れ ば （ Ｓ ５ ； Ｎ ） 、 Ｒ Ｇ Ｂ マ ト リ ッ ク ス 回 路
２ ７ か ら Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｇ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ を そ れ ぞ
れ 独 立 に 入 力 し て （ Ｓ ７ ） 、 モ ー ド 認 識 処 理 を 実 行 す る （ Ｓ ９ ） 。 モ ー ド 認 識 処 理 で は 、
Ｓ ７ で 入 力 し た Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｇ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に
基 づ い て 色 相 ば ら つ き の 有 無 を チ ェ ッ ク し 、 ば ら つ き が な け れ ば Ａ Ｆ 評 価 値 の 算 出 方 法 を
通 常 モ ー ド に 切 り 替 え 、 ば ら つ き が あ れ ば Ａ Ｆ 評 価 値 の 算 出 方 法 を 色 素 モ ー ド に 切 り 替 え
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
続 い て 、 Ｓ ９ に て 色 素 モ ー ド で あ る か 否 か を チ ェ ッ ク し （ Ｓ １ １ ） 、 色 素 モ ー ド で あ れ ば
、 色 素 モ ー ド 用 の ア ル ゴ リ ズ ム に 従 っ て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 す る （ Ｓ １ １ ； Ｙ 、 Ｓ １ ３ ） 。
一 方 、 色 素 モ ー ド で な け れ ば 、 通 常 モ ー ド 用 の ア ル ゴ リ ズ ム に 従 っ て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 す
る （ Ｓ １ １ ； Ｎ 、 Ｓ １ ５ ） 。 算 出 さ れ た Ａ Ｆ 評 価 値 と 該 Ａ Ｆ 評 価 値 を 得 た レ ン ズ 位 置 は 、
マ イ コ ン ２ ８ 内 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 し た ら 、 該 Ａ Ｆ 評 価 値 が 変 数 Ｃ ｍ ａ ｘ よ り も 大 き い か 否 か を チ ェ ッ ク す
る （ Ｓ １ ７ ） 。 変 数 Ｃ ｍ ａ ｘ よ り も 大 き い 場 合 は （ Ｓ １ ７ ； Ｙ ） 、 該 変 数 Ｃ ｍ ａ ｘ に Ｓ １
３ ま た は Ｓ １ ５ で 算 出 し た Ａ Ｆ 評 価 値 を 上 書 メ モ リ し て （ Ｓ １ ９ ） 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ
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を 至 近 側 へ １ ス テ ッ プ 移 動 さ せ （ Ｓ ２ １ ） 、 Ｓ ５ へ 戻 る 。 一 方 、 Ｓ １ １ ま た は Ｓ １ ３ で 算
出 し た Ａ Ｆ 評 価 値 が 変 数 Ｃ ｍ ａ ｘ よ り も 大 き く な か っ た 場 合 は （ Ｓ １ ７ ； Ｎ ） 、 変 数 Ｃ ｍ
ａ ｘ を 変 更 せ ず に 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ を 至 近 側 へ １ ス テ ッ プ 移 動 さ せ （ Ｓ ２ １ ） 、 Ｓ ５
へ 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 Ｓ ５ ～ Ｓ ２ １ の 処 理 は 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ が 至 近 端 に 達 す る ま で （ 至 近 端 に 達 し て
そ れ 以 上 至 近 側 に 移 動 で き な く な る ま で ） 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。 つ ま り 、 フ ォ ー カ ス レ ン
ズ Ｌ の 全 ス テ ッ プ 位 置 （ 無 限 遠 端 及 び 至 近 端 を 含 む ） に お い て そ れ ぞ れ Ａ Ｆ 評 価 値 が 算 出
さ れ 、 該 Ａ Ｆ 評 価 値 と 変 数 Ｃ ｍ ａ ｘ と が 比 較 さ れ て 変 数 Ｃ ｍ ａ ｘ は よ り 大 き い 値 に 更 新 さ
れ 、 最 終 的 に 変 数 Ｃ ｍ ａ ｘ に メ モ リ さ れ て い る 値 が 最 大 Ａ Ｆ 評 価 値 と な る 。 そ し て 、 フ ォ
ー カ ス レ ン ズ Ｌ が 至 近 端 に 達 し て い た 場 合 は （ Ｓ ５ ； Ｙ ） 、 モ ー タ 制 御 回 路 ３ １ 及 び モ ー
タ 駆 動 回 路 ３ ２ を 介 し て Ａ Ｆ モ ー タ １ ９ を 駆 動 さ せ 、 変 数 Ｃ ｍ ａ ｘ に メ モ リ さ れ て い た Ａ
Ｆ 評 価 値 が 得 ら れ る レ ン ズ 位 置 に フ ォ ー カ ス レ ン ズ Ｌ を 移 動 さ せ る （ Ｓ ２ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 図 ４ を 参 照 し 、 図 ３ の Ｓ ９ で 実 行 さ れ る モ ー ド 認 識 処 理 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
こ の 処 理 に 入 る と 先 ず 、 色 相 ば ら つ き 判 定 を 行 な う （ Ｓ ３ １ ） 。 色 相 ば ら つ き 判 定 で は 、
図 ３ の Ｓ ７ で 入 力 し た Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｇ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｂ ［ ｘ ］ ［
ｙ ］ を 色 相 デ ー タ 群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 変 換 し 、 こ の 色 相 デ ー タ 群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の ば ら つ
き を 算 出 し て 、 該 分 散 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え る 場 合 に 色 相 ば ら つ き 有 り と 判 定 す る 。 そ し
て 、 色 相 ば ら つ き が あ れ ば 色 素 モ ー ド に 切 り 替 え （ Ｓ ３ ３ ； Ｙ 、 Ｓ ３ ５ ） 、 色 相 ば ら つ き
が な け れ ば 通 常 モ ー ド に 切 り 替 え る （ Ｓ ３ ３ ； Ｎ 、 Ｓ ３ ７ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 図 ５ を 参 照 し 、 図 ４ の Ｓ ３ １ で 実 行 さ れ る 色 相 ば ら つ き 判 定 処 理 に つ い て 詳 細 に 説
明 す る 。 こ の 処 理 に 入 る と 先 ず 、 図 ３ の Ｓ ７ で 入 力 し た Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ ［ ｘ ］ ［ ｙ
］ 、 Ｇ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の 全 画 素 の 平 均 値 Ｒ ｍ 、 Ｇ ｍ 、 Ｂ ｍ を そ れ ぞ れ 算 出
し （ Ｓ ４ １ ） 、 こ れ ら 平 均 値 Ｒ ｍ 、 Ｇ ｍ 、 Ｂ ｍ を Ｈ Ｓ Ｉ 変 換 し て 色 相 基 準 Ｈ ｍ を 求 め （ Ｓ
４ ３ ） 、 判 定 結 果 を “ ば ら つ き 無 し ” に リ セ ッ ト す る （ Ｓ ４ ５ ） 。 色 相 基 準 Ｈ ｍ は 、 色 相
ば ら つ き を 比 較 す る た め の 基 準 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
続 い て 、 図 ３ の Ｓ ７ で 入 力 し た Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｇ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｂ
［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 対 し 、 画 素 単 位 で Ｓ ４ ９ 及 び Ｓ ５ １ の 処 理 を 行 な う （ Ｓ ４ ７ ～ Ｓ ５ １ ） 。
Ｓ ４ ７ で は 、 Ｓ ４ ９ 及 び Ｓ ５ １ の 処 理 が Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｇ ［ ｘ ］ ［
ｙ ］ 、 Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の 全 画 素 に 対 し て 終 了 し た か 否 か を チ ェ ッ ク す る 。 終 了 し て い な け
れ ば （ Ｓ ４ ７ ； Ｎ ） 、 変 数 ｘ 、 ｙ で 指 定 さ れ る 画 素 ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の 該 Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ Ｒ
［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｇ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ を Ｈ Ｓ Ｉ 変 換 し て 色 相 デ ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［
ｙ ］ を 算 出 し て （ Ｓ ４ ９ ） 、 該 算 出 し た 色 相 デ ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ と 色 相 基 準 Ｈ ｍ と の 差
分 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い る か 否 か を チ ェ ッ ク し （ Ｓ ５ １ ） 、 色 相 デ ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］
と 色 相 基 準 Ｈ ｍ と の 差 分 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い な け れ ば Ｓ ４ ７ へ 戻 る （ Ｓ ５ １ ； Ｎ ） 。
そ し て 、 Ｓ ４ ９ 及 び Ｓ ５ １ の 処 理 を 全 画 素 に 対 し て 終 了 し た ら （ Ｓ ４ ７ ； Ｙ ） 、 こ の 処 理
を 抜 け て 図 ４ の Ｓ ３ ３ へ 進 む 。 こ の よ う に Ｓ ４ ７ で Ｎ ｏ と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 色 相 デ ー タ
Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ と 色 相 基 準 Ｈ ｍ と の 差 分 が 上 記 閾 値 を 超 え る 画 素 が な か っ た 場 合 で あ っ て
、 判 定 結 果 は Ｓ ４ ５ で セ ッ ト さ れ た “ ば ら つ き 無 し ” の ま ま リ タ ー ン す る 。 一 方 、 色 相 デ
ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ と 色 相 基 準 Ｈ ｍ と の 差 分 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い れ ば （ Ｓ ５ １ ； Ｙ ）
、 判 定 結 果 を “ ば ら つ き 有 り ” に セ ッ ト し （ Ｓ ５ ３ ） 、 こ の 処 理 を ぬ け て 図 ４ の Ｓ ３ ３ へ
進 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 色 相 ば ら つ き 判 定 で は 、 色 相 デ ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の 分 散 値 と 所 定 の 閾 値 を 比 較 し 、
こ の 比 較 結 果 に よ り 色 相 ば ら つ き の 有 無 を 判 定 す る こ と が 理 想 的 で あ る 。 し か し な が ら 、
実 際 に は 、 色 相 デ ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の 平 均 値 を 算 出 す る に は 複 雑 な 演 算 が 必 要 で あ る た
め 、 色 相 デ ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の 分 散 値 を 数 値 で 算 出 す る こ と は 容 易 で な い 。 そ こ で 本 実
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施 形 態 で は 、 上 述 し た よ う に 、 平 均 値 で あ る 色 相 基 準 Ｈ ｍ と 個 々 の 色 相 デ ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［
ｙ ］ と の 差 分 を 算 出 し 、 こ の 差 分 に 基 づ い て 色 相 ば ら つ き を 判 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 図 ６ を 参 照 し 、 図 ３ の Ｓ １ ３ で 実 行 さ れ る 色 素 モ ー ド 用 Ａ Ｆ 評 価 値 算 出 処 理 に つ い
て 詳 細 に 説 明 す る 。 色 素 モ ー ド 用 の Ａ Ｆ 評 価 値 算 出 処 理 で は 、 入 力 し た Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ
群 Ｒ Ｇ Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ を Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 Ｈ Ｓ Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 変 換 し 、 こ の Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ
群 の 色 相 デ ー タ 群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 及 び 彩 度 デ ー タ 群 Ｓ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 を
算 出 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 処 理 に 入 る と 、 先 ず 、 Ａ Ｆ 評 価 値 を 格 納 す る 変 数 Ｃ に ０ を セ ッ ト し （ Ｓ ６ １ ） 、 Ｒ Ｇ
Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ Ｇ Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の 行 （ 垂 直 方 向 位 置 ） を 指 定 す る 変 数 ｙ （ １ ≦ ｙ ≦ Ｉ
Ｈ － ２ ） に １ を セ ッ ト す る （ Ｓ ６ ３ ） 。 次 に 、 変 数 ｙ が （ Ｉ Ｈ － １ ） 未 満 か 否 か に よ り 、
規 定 の 最 大 垂 直 位 置 Ｉ Ｈ － ２ を 超 え て い な い か ど う か を チ ェ ッ ク す る （ Ｓ ６ ５ ） 。 変 数 ｙ
が （ Ｉ Ｈ － １ ） 未 満 で あ っ た と き は （ Ｓ ６ ５ ； Ｙ ） 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ Ｇ Ｂ ［ ｘ ］ ［
ｙ ］ の 列 （ 水 平 方 向 位 置 ） を 指 定 す る 変 数 ｘ （ １ ≦ ｘ ≦ Ｉ Ｗ － ２ ） に １ を セ ッ ト し （ Ｓ ６
７ ） 、 変 数 ｘ が （ Ｉ Ｗ － １ ） 未 満 で あ る か 否 か に よ り 規 定 の 最 大 水 平 位 置 Ｉ Ｗ － ２ を 超 え
て い な い か ど う か を チ ェ ッ ク す る （ Ｓ ６ ９ ） 。 変 数 ｘ が （ Ｉ Ｗ － １ ） 未 満 で あ れ ば 、 上 記
変 数 ｘ 、 ｙ で 指 定 さ れ る 画 素 ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 隣 り 合 う 画 素 の Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 デ ー タ を Ｈ Ｓ Ｉ デ
ー タ に 変 換 す る （ Ｓ ７ １ ） 。 す な わ ち 、 垂 直 方 向 で 隣 り 合 う 画 素 ［ ｘ ］ ［ ｙ ＋ １ ］ 、 ［ ｘ
］ ［ ｙ － １ ］ と 、 水 平 方 向 で 隣 り 合 う 画 素 ［ ｘ － １ ］ ［ ｙ ］ 、 ［ ｘ ＋ １ ］ ［ ｙ ］ と の 計 ４
画 素 に つ い て 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ を Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ し て 、 Ｓ ７ １ で 変 換 し た ４ 画 素 分 の 色 相 デ ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ＋ １ ］ 、 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ － １
］ 、 Ｈ ［ ｘ － １ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｈ ［ ｘ ＋ １ ］ ［ ｙ ］ を 用 い て 、 画 素 ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 対 す る 色 相
差 分 Ｈ ’ を 算 出 す る （ Ｓ ７ ３ ） 。 色 相 差 分 Ｈ ’ は 、 画 素 ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 対 す る 水 平 方 向 の
色 相 差 分 ｜ Δ Ｈ ｘ ｜ と 画 素 ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 対 す る 垂 直 方 向 の 色 相 差 分 ｜ Δ Ｈ ｙ ｜ の 積 算 値
で あ る 。 こ こ で 、 水 平 方 向 の 色 相 差 分 ｜ Δ Ｈ ｘ ｜ は 式 ； ｜ Δ Ｈ ｘ ｜ ＝ ｜ Ｈ ［ ｘ ＋ １ ］ ［ ｙ
］ － Ｈ ［ ｘ － １ ］ ［ ｙ ］ ｜ か ら 算 出 し 、 垂 直 方 向 の 色 相 差 分 ｜ Δ Ｈ ｙ ｜ は 式 ； ｜ Δ Ｈ ｙ ｜
＝ ｜ Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ＋ １ ］ － Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ － １ ］ ｜ に よ り 算 出 す る 。 な お 、 上 記 式 に よ り 算
出 し た 色 相 差 分 Ｈ ’ が ３ ６ ０ 以 上 で あ る 場 合 に は 、 ０ ≦ Ｈ ’ ＜ ３ ６ ０ と な る よ う に 換 算 す
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
色 相 差 分 Ｈ ’ を 算 出 し た ら 、 Ｓ ７ １ で 変 換 し た ４ 画 素 分 の 彩 度 デ ー タ Ｓ ［ ｘ ］ ［ ｙ ＋ １ ］
、 Ｓ ［ ｘ ］ ［ ｙ － １ ］ 、 Ｓ ［ ｘ － １ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｓ ［ ｘ ＋ １ ］ ［ ｙ ］ を 用 い て 、 画 素 ［ ｘ ］
［ ｙ ］ の 垂 直 方 向 の 彩 度 差 分 Ｓ ’ を 算 出 す る （ Ｓ ７ ５ ） 。 彩 度 差 分 Ｓ ’ は 、 画 素 ［ ｘ ］ ［
ｙ ］ に 対 す る 水 平 方 向 の 彩 度 差 分 ｜ Δ Ｓ ｘ ｜ と 画 素 ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 対 す る 垂 直 方 向 の 彩 度
差 分 ｜ Δ Ｓ ｙ ｜ の 積 算 値 で あ る 。 こ こ で 、 水 平 方 向 の 彩 度 差 分 ｜ Δ Ｓ ｘ ｜ は 式 ； ｜ Δ Ｓ ｘ
｜ ＝ ｜ Ｓ ［ ｘ ＋ １ ］ ［ ｙ ］ － Ｓ ［ ｘ － １ ］ ［ ｙ ］ ｜ か ら 算 出 し 、 垂 直 方 向 の 彩 度 差 分 ｜ Δ
Ｓ ｙ ｜ は 式 ； ｜ Δ Ｓ ｙ ｜ ＝ ｜ Ｓ ［ ｘ ］ ［ ｙ ＋ １ ］ － Ｓ ［ ｘ ］ ［ ｙ － １ ］ ｜ に よ り 算 出 す る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
続 い て 、 Ｓ ７ ３ 及 び Ｓ ７ ５ で 算 出 し た 色 相 差 分 Ｈ ’ 及 び 彩 度 差 分 Ｓ ’ を 変 数 Ｃ に 加 算 し て
上 書 き メ モ リ す る （ Ｓ ７ ７ ） 。 変 数 Ｃ を 更 新 し た ら 、 変 数 ｘ に １ 加 算 し て 上 書 き メ モ リ し
、 Ｓ ６ ９ へ 戻 る （ Ｓ ７ ９ ） 。 Ｓ ６ ９ へ 戻 っ た ら 、 変 数 ｘ が （ Ｉ Ｗ － １ ） に な る ま で 上 記 Ｓ
６ ９ か ら Ｓ ７ ９ ま で の 処 理 を 繰 り 返 す 。 こ の Ｓ ６ ９ ～ Ｓ ７ ９ を １ 回 実 行 す る こ と に よ り 、
Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ Ｇ Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の １ 行 分 （ Ｒ Ｇ Ｂ ［ １ ］ ［ ｙ ］ ～ Ｒ Ｇ Ｂ ［ Ｉ Ｗ －
２ ］ ［ ｙ ］ ） に 対 し て 処 理 （ Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 変 換 及 び Ａ Ｆ 評 価 値 算 出 ） が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
Ｓ ６ ９ の チ ェ ッ ク に て 変 数 ｘ が （ Ｉ Ｗ － １ ） 未 満 で な く な っ た ら （ Ｓ ６ ９ ； Ｎ ） 、 す な わ
ち Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ Ｇ Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の １ 行 分 の 処 理 が 終 了 し た ら 、 変 数 ｙ に １ 加 算
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し て 上 書 メ モ リ し 、 Ｓ ６ ５ へ 戻 る （ Ｓ ８ １ ） 。 Ｓ ６ ５ へ 戻 っ た ら 、 変 数 ｙ が （ Ｉ Ｈ － １ ）
に な る ま で 、 該 Ｓ ６ ５ か ら Ｓ ８ １ ま で の 処 理 を 繰 り 返 し 実 行 す る 。 こ の Ｓ ６ ５ ～ Ｓ ８ １ の
繰 り 返 し に よ り 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 の 全 画 素 分 Ｒ Ｇ Ｂ ［ １ ］ ［ １ ］ ～ Ｒ Ｇ Ｂ ［ Ｉ Ｗ － ２
］ ［ Ｉ Ｈ － ２ ］ に 対 し て Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 変 換 及 び Ａ Ｆ 評 価 値 算 出 が 行 な わ れ 、 フ ォ ー カ ス レ
ン ズ Ｌ の 現 在 位 置 に お け る Ａ Ｆ 評 価 値 が 変 数 Ｃ に メ モ リ さ れ る 。 そ し て 、 変 数 ｙ が （ Ｉ Ｈ
－ １ ） 未 満 で な く な っ た ら （ Ｓ ６ ５ ； Ｎ ） 、 こ の 処 理 か ら 抜 け て 図 ３ の Ｓ １ ７ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ７ は 、 図 ３ の Ｓ １ ５ で 実 行 さ れ る 通 常 モ ー ド 用 の Ａ Ｆ 評 価 値 算 出 処 理 に 関 す る フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。 通 常 モ ー ド 用 の Ａ Ｆ 評 価 値 算 出 処 理 で は 、 入 力 し た Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ
Ｇ Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ を Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 Ｈ Ｓ Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 変 換 し 、 こ の Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 の
明 度 デ ー タ Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 基 づ い て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 す る 。 別 言 す れ ば 、 図 ７ の フ ロ ー
チ ャ ー ト は 、 図 ６ の Ｓ ７ ３ 、 Ｓ ７ ５ 及 び Ｓ ７ ７ の 替 わ り に Ｓ ７ ４ 及 び Ｓ ７ ６ が 備 え ら れ て
い る 以 外 は 図 ６ と 同 一 で あ る 。 す な わ ち 、 Ｓ ７ ４ で は 、 Ｓ ７ １ で 変 換 し た ４ 画 素 分 の 色 相
デ ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ＋ １ ］ 、 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ － １ ］ 、 Ｈ ［ ｘ － １ ］ ［ ｙ ］ 、 Ｈ ［ ｘ ＋ １ ］ ［
ｙ ］ を 用 い て 、 画 素 ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 対 す る 明 度 差 分 Ｉ ’ を 算 出 す る 。 そ し て 、 算 出 し た 明
度 差 分 Ｉ ’ を 変 数 Ｃ に 加 算 し て （ Ｓ ７ ６ ） 、 Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 す る 。 明 度 差 分 Ｉ ’ は 、 画
素 ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 対 す る 水 平 方 向 の 明 度 差 分 ｜ Δ Ｉ ｘ ｜ と 画 素 ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 対 す る 垂 直
方 向 の 明 度 差 分 ｜ Δ Ｉ ｙ ｜ の 積 算 値 で あ っ て 、 水 平 方 向 の 明 度 差 分 ｜ Δ Ｉ ｘ ｜ は 式 ； ｜ Δ
Ｉ ｘ ｜ ＝ ｜ Ｉ ［ ｘ ＋ １ ］ ［ ｙ ］ － Ｉ ［ ｘ － １ ］ ［ ｙ ］ ｜ か ら 算 出 し 、 垂 直 方 向 の 明 度 差 分
｜ Δ Ｉ ｙ ｜ は 式 ； ｜ Δ Ｉ ｙ ｜ ＝ ｜ Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ＋ １ ］ － Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ － １ ］ ｜ に よ り 算 出
す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
以 上 の 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ０ か ら の Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ 群 Ｒ Ｇ Ｂ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ が
Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 Ｈ Ｓ Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ に 変 換 さ れ 、 こ の Ｈ Ｓ Ｉ デ ー タ 群 Ｈ Ｓ Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］
の 色 相 デ ー タ 群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の ば ら つ き に 応 じ て 、 通 常 モ ー ド と 色 素 モ ー ド と に Ａ Ｆ 評
価 値 算 出 方 法 が 切 り 替 え ら れ る 。 そ し て 通 常 モ ー ド で あ れ ば 、 被 写 体 の 輝 度 差 を 十 分 検 出
可 能 で あ る た め 、 明 度 デ ー タ 群 Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 が 算 出 さ れ る 。 一 方 、
色 素 モ ー ド で あ れ ば 、 色 素 剤 に よ り 被 写 体 の 輝 度 差 が 少 な く な っ て い る た め 、 色 相 デ ー タ
群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 及 び 彩 度 デ ー タ 群 Ｓ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 が 算 出 さ れ る 。 こ
の よ う に 電 子 内 視 鏡 １ ０ か ら の 画 像 デ ー タ 群 に 応 じ た 最 適 な 算 出 方 法 で Ａ Ｆ 評 価 値 が 算 出
さ れ れ ば 、 正 確 な Ａ Ｆ 評 価 値 が 得 ら れ 、 該 Ａ Ｆ 評 価 値 に 基 づ い て 高 精 度 な Ａ Ｆ 動 作 を 実 現
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 実 施 形 態 で は 、 色 相 デ ー タ 群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の ば ら つ き に 応 じ て Ａ Ｆ 評 価 値 の 算 出 方 法
を 切 り 替 え て い る が 、 彩 度 デ ー タ 群 Ｓ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の ば ら つ き に 応 じ て 切 り 替 え て も よ く
、 ま た 色 相 デ ー タ 群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 及 び 彩 度 デ ー タ 群 Ｓ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の 両 ば ら つ き に 応 じ
て 切 り 替 え て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 本 実 施 形 態 で は 、 色 素 モ ー ド で あ る と き 色 相 デ ー タ 群 Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 及 び 彩 度 デ ー タ
群 Ｓ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 し 、 通 常 モ ー ド で あ る と き 明 度 デ ー タ 群 Ｉ ［
ｘ ］ ［ ｙ ］ を 用 い て Ａ Ｆ 評 価 値 を 算 出 し て い る が 、 Ａ Ｆ 評 価 値 は 色 相 デ ー タ Ｈ ［ ｘ ］ ［ ｙ
］ 、 彩 度 デ ー タ Ｓ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ 及 び 明 度 デ ー タ Ｉ ［ ｘ ］ ［ ｙ ］ の す べ て を 用 い て 算 出 し て
も よ い 。 具 体 的 に は 、 図 ６ の Ｓ ７ ３ 、 Ｓ ７ ５ 及 び 図 ７ の Ｓ ７ ４ で 算 出 し た 色 相 差 分 Ｈ ’ 、
彩 度 差 分 Ｓ ’ 及 び 明 度 差 分 Ｉ ’ の そ れ ぞ れ に 特 定 の 重 み 付 け （ α 、 β 、 γ ） を 付 与 し て 積
算 し 、 こ の 積 算 値 （ α × Ｈ ’ ＋ β × Ｓ ’ ＋ γ × Ｉ ’ ） を 変 数 Ｃ に 加 算 し て い く こ と で 、 Ａ
Ｆ 評 価 値 を 得 る 。 こ の と き 、 通 常 モ ー ド で あ れ ば 、 明 度 差 分 Ｉ ’ の 重 み 付 け 係 数 γ を 色 相
差 分 Ｈ ’ の 重 み 付 け 係 数 α 及 び 彩 度 差 分 Ｓ ’ の 重 み 付 け 係 数 β よ り も 大 き く 設 定 す る こ と
が 好 ま し い 。 一 方 、 色 素 モ ー ド で あ れ ば 、 色 相 差 分 Ｈ ’ の 重 み 付 け 係 数 α 及 び 彩 度 差 分 Ｓ
’ の 重 み 付 け 係 数 β を 明 度 差 分 Ｉ ’ の 重 み 付 け 係 数 γ よ り も 大 き く 設 定 す る こ と が 好 ま し
い 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 マ イ コ ン ２ ８ が デ ー タ 変 換 手 段 、 評 価 値 算 出 手 段 、 ば ら つ き 算 出
手 段 、 色 相 算 出 手 段 、 彩 度 算 出 手 段 及 び 明 度 算 出 手 段 と し て 機 能 し て い る が 、 マ イ コ ン ２
８ と は 別 に 独 立 し て 上 記 各 手 段 を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 Ｃ
Ｃ Ｄ ２ ０ に 原 色 Ｃ Ｃ Ｄ を 用 い て い る が 、 原 色 Ｃ Ｃ Ｄ に 替 え て 、 補 色 Ｃ Ｃ Ｄ を 用 い る こ と も
可 能 で あ る 。 補 色 Ｃ Ｃ Ｄ を 用 い る 場 合 に は 、 該 補 色 Ｃ Ｃ Ｄ か ら 出 力 さ れ る 補 色 画 像 デ ー タ
を Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ に 変 換 す る Ｒ Ｇ Ｂ 変 換 回 路 を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 の 撮 像 手 段 か ら の 画 像 デ ー タ 群 が Ｈ Ｓ Ｉ 変 換 さ れ て 色 相 デ ー タ 群
Ｈ 及 び 彩 度 デ ー タ 群 Ｓ を 取 得 し 、 こ れ ら 色 相 デ ー タ 群 Ｈ 及 び 彩 度 デ ー タ 群 Ｓ の 少 な く と も
一 方 の ば ら つ き に 応 じ た 最 適 な 方 法 で Ａ Ｆ 評 価 値 が 算 出 さ れ る の で 、 色 素 剤 を 用 い な い 通
常 観 察 時 に も 色 素 剤 を 用 い る 色 素 観 察 時 に も 正 確 な Ａ Ｆ 評 価 値 を 得 る こ と が で き 、 高 精 度
な Ａ Ｆ 動 作 を 実 現 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 自 動 焦 点 調 節 装 置 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 の 主 要 構 成 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 内 視 鏡 用 装 置 の Ａ Ｆ 動 作 に 関 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｓ ９ で 実 行 さ れ る モ ー ド 認 識 処 理 に 関 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｓ ３ １ で 実 行 さ れ る 色 相 ば ら つ き 判 定 処 理 に 関 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 ６ 】 図 ３ の Ｓ １ ３ で 実 行 さ れ る 色 素 モ ー ド 用 Ａ Ｆ 評 価 値 算 出 処 理 に 関 す る フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ３ の Ｓ １ ５ で 実 行 さ れ る 通 常 モ ー ド 用 Ａ Ｆ 評 価 値 算 出 処 理 に 関 す る フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 電 子 内 視 鏡
１ １ 　 体 内 挿 入 部
１ ２ 　 把 持 操 作 部
１ ３ 　 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ
１ ４ 　 コ ネ ク タ 部
１ ５ 　 対 物 レ ン ズ
１ ６ 　 照 明 レ ン ズ
１ ７ 　 送 気 送 水 ノ ズ ル
１ ８ 　 処 置 具 挿 通 口
１ ９ 　 Ａ Ｆ モ ー タ
２ ０ 　 Ｃ Ｃ Ｄ
２ １ 　 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路
２ ２ 　 Ｃ Ｃ Ｄ プ ロ セ ス 回 路
２ ３ 　 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路
２ ４ 　 映 像 信 号 処 理 回 路
２ ５ 　 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路
２ ６ 　 色 分 離 変 換 回 路
２ ７ 　 Ｒ Ｇ Ｂ マ ト リ ッ ク ス 回 路
２ ８ 　 マ イ コ ン
３ ０ 　 プ ロ セ ッ サ
３ １ 　 モ ー タ 制 御 回 路
３ ２ 　 モ ー タ 駆 動 回 路
３ ３ 　 ラ ン プ 光 源
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３ ４ 　 集 光 レ ン ズ
６ ０ 　 Ｔ Ｖ モ ニ タ
１ ０ ０ 　 内 視 鏡 装 置
Ｌ 　 フ ォ ー カ ス レ ン ズ
Ｌ Ｇ １ 　 ラ イ ト ガ イ ド （ 電 子 内 視 鏡 側 ）
Ｌ Ｇ ２ 　 ラ イ ト ガ イ ド （ プ ロ セ ッ サ 側 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(11) JP 2004-272038 A 2004.9.30



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０４Ｎ   5/232                        Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｈ          　　　　　

Ｆターム(参考) 2H051 AA00  BA47  CE14  CE21  CE23  DA28 
　　　　 　　  4C061 BB01  CC06  FF40  HH28  LL02  MM02  NN01  PP13  RR22  SS21 
　　　　 　　  5C022 AA09  AB28  AC54  AC74 

(12) JP 2004-272038 A 2004.9.30



专利名称(译) 自动焦点调节装置

公开(公告)号 JP2004272038A 公开(公告)日 2004-09-30

申请号 JP2003064515 申请日 2003-03-11

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 若代滋
太田紀子

发明人 若代 滋
太田 紀子

IPC分类号 G02B23/26 A61B1/00 A61B1/04 G02B7/28 G02B7/36 H04N5/232

FI分类号 G02B7/11.D A61B1/00.300.Y A61B1/04.372 G02B23/26.D H04N5/232.A G02B7/11.H A61B1/00.731 
A61B1/00.735 A61B1/045.610 A61B1/045.614 A61B1/05 G02B7/28.H G02B7/36 H04N5/225.500 
H04N5/232 H04N5/232.120 H04N5/232.290 H04N5/232.450

F-TERM分类号 2H040/BA06 2H040/FA13 2H040/FA14 2H040/GA02 2H040/GA10 2H040/GA11 2H051/AA00 2H051
/BA47 2H051/CE14 2H051/CE21 2H051/CE23 2H051/DA28 4C061/BB01 4C061/CC06 4C061/FF40 
4C061/HH28 4C061/LL02 4C061/MM02 4C061/NN01 4C061/PP13 4C061/RR22 4C061/SS21 5C022
/AA09 5C022/AB28 5C022/AC54 5C022/AC74 2H151/AA00 2H151/BA47 2H151/CE14 2H151/CE27 
2H151/CE29 2H151/DA30 4C161/BB01 4C161/CC06 4C161/FF40 4C161/HH28 4C161/LL02 4C161
/MM02 4C161/NN01 4C161/PP13 4C161/RR22 4C161/SS21 5C122/DA26 5C122/EA12 5C122/FD01 
5C122/FD05 5C122/FH02 5C122/HA87 5C122/HB01

代理人(译) 三浦邦夫
平山岩

其他公开文献 JP4338416B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

[目的]获得一种能够在适合于被摄体的模式下进行高精度的焦点调节的自
动焦点调节装置。 在基于通过预定计算所计算的AF评估值来移动聚焦透
镜的自动聚焦装置中，图像获取单元从图像拾取单元的像素组和HSI数据
中获取图像数据组。 用于转换为组的数据转换装置，使用该HSI数据组
计算AF评估值的评估值计算装置，用于计算HSI数据组的色相数据H和饱
和度数据S中至少一个的变化的变化 和计算手段。 然后，评估值计算装
置根据变化量计算装置的计算结果来切换AF评估值计算方法。 [选择图]
图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/6af77a9d-41ad-41d8-8ea8-c3b0b10b3426
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033125785/publication/JP2004272038A?q=JP2004272038A

